
施工マニュアル
クロノテックス ラミネートフロア

『置敷施工』

『施工マニュアル』は施工者様向けだけではなく、施主様、設計士様、営業担当者向けに

接着剤を使用してはいけない「置敷施工」の正しい施工方法を説明する目的で作成しています。
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『置敷施工』のメリット・デメリット

■置敷施工
【概要説明】

　ラミネートフロアは施工上の特長として、ラミネートフロアを床下地材に固定しない置敷施工が可能です。

他社ラミネートフローリング施工とは異なります。

①フロア材が床下地材に固定されていないため、フロア材を簡単に

　剥がすことができる。

②施工ルールを守る事により、接着剤や釘が不要であり、貼り換えおよび施工も容易となります。

③エクスプレスクリックはフロア材のジョイント解除でフロア材の損傷が少なく再利用率が高い。

①フロア材を床下地材に固定できない、壁際に隙間を空けるなど施工ルールがある。

②連続する施工面積に限界がある。（一般的にはフロア材短辺方向 8m、長辺方向12mが限界）

③本棚、商品棚などの重量物がフロア材と床下地材を固定することになり、

　フロアが突き上がる原因となることがある。
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部分的でもフロア材を床下地材に固定することはできません

壁際だけではなく、敷居、上がり框などでも適度な隙間確保は必要です。

不陸は1メートル当り3mm以下として下さい。

● 防湿シートの役目
欧米の建築物の床はコンクリート仕上げが一般的なため、
コンクリート（スラブ）からの湿気防止のため防湿シートを敷
く。合板下地材の場合などは防湿シートは割愛できます。
● クッションシートの役目
一般的なラミネートフロアの厚みは8mm、コンクリート下地
材の上に直接 8mm のラミネートフロアを施工し土足歩行
すると「コツ、コツ」と歩行音がします。音を軽減する為や
不陸の調整の為クッションシートを敷く。
合板下地材や厚み12mmのラミネートフロアではクッション
材は割愛も可能です。

置敷施工

■置敷施工の注意事項（重要な施工ルールです）

■エクスプレス クリックの手順
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50mm以下となる

長手貼り始め貼りじまいの長さは
400mm以上に割付して下さい。巾
貼り始め貼りじまいの中は50mm
以上にして下さい。

● 最適なスペーサーはくさび形スペーサーです。
　オススメのスペーサーはくさび形で2枚1組で使用します。スペー
サーの重ね方により8mmから12mmまで0.5mm 単位で目的に
合った隙間が確保できる優れものです。
　壁際の隙間5mmを確保するときに、暑さ5mmの合板などをスペー
サーとすることもできますが、壁の曲がりを考慮して御使用下さい。

● 施工1列目に隣接する壁の曲がりを確認する
　壁には曲がりがあります。幅木は壁とフロアの隙間そして壁の曲がり

を隠します。1列目のフロアの幅を壁の曲がりに合わせてカットして下さ

い。（⑦参照）
1列目フロア材は無条件で壁の曲がりに沿ったフロア材の幅カットをお

勧めいたします。

降の嵌合は前列がズレていると施工はできません。

（次ページ⑤へつづく）
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置敷施工

（スペーサーを取除き施工の完成です。）



クロノテックスジャパン㈱
〒381-0024 長野県長野市南長池280-8

TEL 026-267-0311
FAX 026-267-0312
Mail info@kronotex.jp

http://kronotex.jp

本紙は予告なしに改訂することがあります。最新の施工マニュアルは弊社サイトでご確認ください。

（本紙記載内容の無断転用を禁止いたします）
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